
ボツリヌス症
ボツリヌス菌によって引き起こされる病気をボツリヌス症と言います。
ボツリヌス菌は土壌・河川・海洋に広く存在しています。

ボツリヌス菌の芽胞※は、低酸素状態に置かれると発芽・増殖が起こり、毒素が産生され
ます。

ボツリヌス症には３病型があります。
ボツリヌス食中毒

ボツリヌス菌に汚染された発酵食品内などが「酸素の少ない状態」になると、食品内で、
芽胞が発芽し、ボツリヌス菌が増え、ボツリヌス毒素が作られます。そのボツリヌス毒素
を食品とともに食べると、毒素が腸管で吸収され、ボツリヌス食中毒がひきおこされる。
乳児ボツリヌス症

ボツリヌス菌の芽胞を食べると、１歳未満の乳児の腸内で、「固い殻に閉じこもった種子
のようなかたち」の芽胞から、「増えることができるかたち」になってボツリヌス菌が増
殖し、乳児は自分の腸内でボツリヌス菌が作った毒素により、ボツリヌス症にかかります。
創傷ボツリヌス症
深部の傷にボツリヌス菌が感染し産生する毒素で起こる。

乳児ボツリヌス症とは
乳児ボツリヌス症は生後３週～６ヶ月の乳児に見られます。
１歳を越えると、正常な大腸細菌叢が形成され、発症しなくなります。

ボツリヌス症は神経麻痺症状が主で、対称性に麻痺が起こり、呼吸筋の麻痺にまで進行す
ることがあります。
突然の発症から、数日かかって徐々に発症する場合もあります。

乳児ボツリヌス症はボツリヌス芽胞を摂取し、腸管内で産生された毒素による発症で潜伏
期間が３～30日と長いのが特徴です。
原因として菌または芽胞に汚染されたハチミツを飲み込むことで起こります。
初期に便秘、活気がない、哺乳不良、泣き声が弱い、さらに筋緊張性低下、よだれが多い、
首のすわりが悪くなった、眼球運動の麻痺、無呼吸などがでてきます。

疑わしい場合、食品、便、血液からボツリヌス毒素を検出することで診断がつきます。

※芽胞とは
ボツリヌス菌、炭疽菌、破傷風菌などは、生存に適さない環境(高温、乾燥、栄養状態の悪
化など)になると菌体内に芽胞という硬い殻の構造物を作って長期間休眠状態を維持できる。
増殖に適した環境になると発芽して菌体に戻ります。

芽胞は煮沸や冷凍処理、乾燥、アルコール消毒などの過酷な条件下でも完全には死滅しま
せん。

１歳未満の乳児の腸内は、ボツリヌス菌が定着してしまう状態になってい
ることがあるため、大人が食べても健康に影響がない食品でも、乳児が食
べると病気になることがあります。

ハチミツ、コーンシロップ、自家製の野菜ジュースなどはボツリヌス芽胞
による汚染の可能性があるため、１歳未満の乳児に与えてはいけません。

予防接種で免疫をつけよう

集団生活を送る保育園は、集団生活を送
る場であるため、子どもがかかりやすい
病気が発生するとあっという間に広がっ
てしまいます。重症化することもありま
すので、しっかり定期予防接種の計画を
たてていきましょう。

新緑の美しい季節になりました。５月５日は こどもの日、「立夏」です。
暦の上では、もう夏。 晴れた日には夏を思わせる陽気になることもありま
す。気温の変化や体調管理に気をつけて、さわやかな季節を
元気に楽しみましょう。

～乳児ボツリヌス症～

汚れ物の取り扱いについて

汚れ物が感染源になり感染拡大
することを防止するために、嘔
吐物や血液がついた衣類などは、
保育園では洗わずにお返しして
います。
ご自宅での消毒・お洗濯のご協
力をお願い致します。

定期歯科検診
5 月 23 日（木）9：30～

しっかり歯を磨いてから
登園してください。
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